
兵
庫
工
業
会

　安藤　隆氏（あんどう・たか
し）布引製作所（神戸市東灘
区）社長、各種精密打抜スクリ
ーン（パンチングメタル）の製
造・販売。 年から兵庫工業会
理事。 歳。

　吉田　修氏（よしだ・おさ
む）音羽電機工業（兵庫県尼崎
市）社長、電源や電話回線用な
ど各種避雷器およびセラミック
スの開発製造、受託試験、 年
から兵庫工業会理事。 歳。

　池田　辰雄氏（いけだ・たつ
お） 年神戸製鋼所入社、 年
常務執行役員、 年日本高周波
鋼業、同年社長、 年から神戸
製鋼所顧問、兵庫工業会会長。
歳。

兵
庫
工
業
会
会
長
（
神
戸
製
鋼
所
顧
問
）
池
田
辰
雄
氏

　
兵
庫
工
業
会
は
池
田
辰
雄
会
長
体
制
と
な
っ
て
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
。
会
員
は
２
０
１
３
年
３
月
末
現

在
、
播
磨
、
淡
路
、
但
馬
な
ど
兵
庫
県
内
で
４
２
２
社
に
拡
大
し
て
い
る
。
工
業
会
は
今
年
、
「
人
づ
く
り
」
と

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
実
践
・
実
現
に
力
を
注
い
で
い
る
。
景
気
の
本

格
回
復
へ
期
待
が
高
ま
る
中
で
、
人
材
力
な
ど
の
経
営
基
盤
を
い
ま
一
度
見
つ
め
直
す
こ
と
は
重
要
。
そ
こ
で
池

田
会
長
の
ほ
か
、
工
業
会
理
事
で
各
地
域
の
代
表
ら
６
氏
に
よ
る
座
談
会
を
開
い
た
。
人
材
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
次
の
時
代
に
兵
庫
の
企
業
が
真
に
強
い
存
在
と
な
る
た
め
の

方
策
を
探
っ
た
。

司
会
は
日
刊
工
業
新
聞
社
神
戸
支
局
長
・
青
木
俊
次

同
理
事
（
誠
工
社
社
長
）
石
田
和
史
氏

同
理
事
（
極
東
産
機
社
長
）
頃
安
雅
樹
氏

同
理
事
（
洲
本
整
備
機
製
作
所
社
長
）
番
所
利
行
氏

兵
庫
工
業
会
理
事
（
音
羽
電
機
工
業
社
長
）
吉
田
修
氏

同
理
事
（
布
引
製
作
所
社
長
）
安
藤
隆
氏

同
理
事
（
ハ
ニ
ー
化
成
専
務
）
神
門
登
氏

座
談
会
出
席
者

〈
司
会
〉
日
刊
工
業
新
聞
社
神
戸
支
局
長
青
木
俊
次

座談会人材、連携が成長のカギ

次
期
経
営
者
結
び
付
け
た
い

熟
練
者
に
よ
る
教
育
を
徹
底

中
堅
が
若
手
見
出
し
育
て
る

座談会では活発な意見交換がな
された（神戸市内のホテルで）

（順不同）

　　
　　

　
―
池
田
会
長
、
ま
ず
現
在

の
兵
庫
県
内
の
景
気
動
向

や
、
兵
庫
工
業
会
の
現
状
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い

ま
す
か
。

　
池
田
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

気
は
高
ま
っ
た
。
た
だ
、

実
態
た
る
景
の
ほ
う
が
伴

っ
て
い
な
い
。
業
況
が
上
昇

基
調
に
あ
る
企
業
は
あ
る
も

の
の
、
中
国
や
米
国
の
経
済

の
先
行
き
不
安
に
加
え
て
、

為
替
の
円
安
に
よ
る
原
材
料

や
電
気
料
金
の
引
き
上
げ
な

ど
に
よ
っ
て
、
収
益
の
落
ち

込
み
を
心
配
さ
れ
る
企
業
が

多
い
。
工
業
会
で
は
こ
れ
ま

で
副
会
長
を
中
心
に
委
員
会

活
動
を
強
化
し
、
時
代
に
即

し
た
品
質
管
理
や
企
業
法
務

な
ど
に
関
す
る

研
究
会
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
向

け
た
人
材
育
成

な
ど
に
関
す
る

研
修
を
立
ち
上

げ
て
き
た
。
さ

ら
に
は
、
他
地

域
の
工
業
会
を

視
察
す
る
な
ど

兵
庫
県
内
だ
け

に
こ
だ
わ
ら
な

い
形
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

も
始
め
て
い

る
。

　
―
次
い
で
人
材
育
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

石
田
社
長
は
部
門
長
ク
ラ
ス

に
経
営
改
善
を
、
主
任
・
係

長
ク
ラ
ス
に
は
生
産
革
新
の

教
育
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

概
要
や
成
果
な
ど
は
。

　
石
田
　
ム
ダ
や
ム
リ
を
減

ら
す
た
め
に
、
３
年
ほ
ど
前

か
ら
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
一

環
と
し
て
導
入
を
試
み
て
い

る
。
当
初
は
効
果
が
大
き
か

っ
た
が
、
途
中
か
ら
頭
打
ち

に
な
っ
た
。
理
由
は
自
ら

地
元
で
良
い
会
社
と
慢
心

し
、
危
機
感
が
希
薄
だ
っ
た

か
ら
だ
。
し
か
し
、
急
激
に

外
部
環
境
が
悪
化
し
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
た
。
人
員
削

減
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

途
端
に
社
員
の
危
機
感
が
高

ま
り
、
再
び
成
果
が
出
は
じ

め
た
。
ベ
ク
ト
ル
も
社
内
で

統
一
さ
れ
、
新
し
い
手
法
に

も
取
り
組
み
始
め
た
。
答
え

は
ま
だ
出
て
い
な
い
け
れ
ど

良
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

　
―
神
門
専
務
の
会
社
で
は

「
意
欲
あ
る
人
に
投
資
」
す

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
か
。

　
神
門
　
「
意
欲
あ
る
人
に

投
資
」
す
る
の
は
、
人
を
育

て
る
こ
と
が
本
来
の
目
標
だ

か
ら
。
取
り
組
み
自
体
は

年
以
上
前
か
ら
や
っ
て
お

り
、
期
初
に
上
司
と
面
談
し

て
自
己
啓
発
計
画
を
立
て
さ

せ
る
。
特
に
発
表
す
る
場
や

発
言
す
る
機
会
の
多
い
研
修

な
ど
へ
の
参
加

を
促
す
こ
と

で
、
表
現
力
や

指
導
力
な
ど
の

向
上
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

半
年
ご
と
に
経
過
を
確
認
し

な
が
ら
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
意
識
が

高
ま
る
な
ど
良
い
点
も
あ

る
。
た
だ
当
然
、
停
滞
す
る

こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
手
を

変
え
品
を
変
え
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
人
材
育

成
は
永
遠
の
課
題
だ
と
思

う
。

　
―
安
藤
社
長
の
会
社
で
は

金
型
こ
そ
命
と
い
う
言
葉

を
大
事
に
、
昔
か
ら
あ
る
職

人
と
弟
子
の
よ
う
な
関
係
を

重
視
し
て
人
材
育
成
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
の

メ
リ
ッ
ト
や
難
点
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
安
藤
　
来
年
、
わ
が
社
は

創
業

年
を
迎
え
る
。
こ
の

間
、
体
系
立
て
て
人
材
を
育

成
し
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
社
の
要
で
あ
る
金
型
部

門
の
新
入
社
員
は
少
な
く
と

も
最
初
の
半
年
間
、
熟
練
社

員
の
指
導
の
も
と
、
打
抜
ス

ク
リ
ー
ン
製
作
用
の
金
型
を

切
削
す
る
ド
リ
ル
研
磨
作
業

に
取
り
組
む
。
こ
れ
が
人
材

教
育
の
源
だ
。
こ
の
技
術
の

習
得
が
大
き
な
自
信
に
な

り
、
辞
め
ず
に
長
く
勤
務
し

て
く
れ
る
。
た
だ
、
一
人
前

に
な
る
に
は
根
気
と
努
力
が

必
要
で
５
年
は
か
か
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ

で
、
今
は
品
質

管
理
の
国
際
規

格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１
」
の
認

証
を
取
得
し
、

客
観
的
な
技
能

評
価
で
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る

な
ど
、
従
来
手

法
の
見
直
し
も

進
め
て
い
る
。

　
―
吉
田
社
長
の
会
社
で
は

新
入
社
員
を
採
用
選
考
す
る

際
、
中
堅
社
員
に
よ
る
面
接

に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

そ
の
狙
い
は
何
で
す
か
。

　
吉
田
　
わ
が
社
で
は
、
新

入
社
員
の
採
用
面
接
を
中
堅

社
員
が
主
に
担
当
し
て
い

る
。
こ
れ
は
面
接
を
担
当
し

た
中
堅
が
、
新
入
社
員
の
配

属
さ
れ
る
「
実
動
部
隊
」
で

上
司
に
な
る
か
ら
だ
。
私
は

か
つ
て
ラ
ガ
ー
マ
ン
だ
っ

た
。
ラ
グ
ビ
ー
の
常
勝
チ
ー

ム
は
１
軍
、
２
軍
と
も
に
強

い
。
こ
う
し
た
チ
ー
ム
に
は

優
れ
た
中
堅
が
次
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
戦
力
を
見
出
し
て

育
て
る
育
成
の
仕
組
み
が
あ

る
。
わ
が
社
の
人
づ
く
り
も

こ
れ
と
同
じ
。
将
来
に
わ
た

り
常
に
強
い
２
軍
づ
く
り
を

続
け
て
い
き
た
い
。
　

　
―
ほ
か
の
皆
さ
ん
は
中
堅

社
員
の
「
力
」
の
底
上
げ
に

取
り
組
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。
会
長
は
人
材

教
育
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
池
田
　
現
在
の
若
者
は
モ

ノ
づ
く
り
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
の
で
「
団
塊

の
世
代
」
が
若
手
だ

っ
た
こ
ろ
よ
り
も
手

厚
い
モ
ノ
づ
く
り
の

教
育
が
要
る
。
こ
れ

が
「
モ
ノ
づ
く
り
立

国
日
本
」
の
今
後
を

左
右
す
る
。
ま
た
、

中
堅
以
上
に
は
市
場

の
変
化
に
応
じ
た
モ

ノ
づ
く
り
の
能
力
だ

け
で
な
く
、
市
場
の

動
向
を
見
極
め
る
商

社
的
な
視
点
も
要

る
。
モ
ノ
づ
く
り
力
に
加
え

て
、
商
社
や
経
営
者
の
視
点

で
物
事
を
見
ら
れ
れ
ば

鬼

に
金
棒

。
こ
れ
に
沿
う
よ

う
な
人
材
育
成
の
メ
ニ
ュ
ー

を
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
関
し
て
、
尼
崎
商
工
会
議

所
会
頭
も
務
め
る
吉
田
社
長

は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
か
。

　
吉
田
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
う
と
す
ぐ
モ
ノ
づ
く
り
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
が
、
人
的

交
流
も
含
む
広
義
で
捉
え
る

べ
き
だ
。
大
手
に
比
べ
て
中

小
は
情
報
収
集
力
が
弱
く

井
の
中
の
蛙

に
な
り
が

ち
。
わ
が
社
も
若
手
を
中
心

に
、
発
言
機
会
が
多
い
交
流

会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
へ
の
参

加
を
促
し
て
い
る
。
人
に
も

ま
れ
る
こ
と
が
社
員
自
身
の

成
長
に
つ
な
が
り
、
人
脈
即

ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

も
役
立
つ
。
会
議
所
で
も
尼

崎
の
枠
を
越
え
て
、
宝
塚
、

西
宮
、
伊
丹
な
ど
に
連
携
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
の
固
定
観
念
の
一
掃

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　　
　　

　
―
番
所
社
長
は
、
ユ
ー
ザ

ー
ニ
ー
ズ
を
製
品
開
発
に
反

映
し
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
を

汲
み
取
る
の
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
生
か
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
ね
。

　
番
所
　
初
代
か
ら
今
ま
で

販
売
先
数
社
と
年
２
―
３
回

定
期
的
に

人
程
度
で
交
流

会
を
開
い
て
き
た
。
そ
こ
で

常
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

製
品
開
発
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
わ
が
社
の
製
品
開

発
の
原
点
と
い
え
る
。
手
前

勝
手
な
モ
ノ
づ
く
り
で
は
な

く
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
製
品
作
り
は
全
製
品
に
及

ん
で
い
る
。
今
後
は
こ
う
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
な

が
ら
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
も

っ
と
上
手
に
開
発
に
生
か
せ

る
よ
う
に
し
た
い
。
セ
ー
ル

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
、
現
在
、
育
成

に
力
を
入
れ
始
め
た
と
こ
ろ

だ
。

　
―
頃
安
社
長
の
会
社
は
７

月
に
太
陽
光
発
電
事
業
に
参

入
し
ま
し
た
。

新
事
業
を
既
存

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
支
え
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　
頃
安
　
わ
が

社
に
は
先
代
社

長
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
式
の
畳

製
造
装
置
を
全

国
約
８
０
０
の

畳
店
に
販
売
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
あ
る
。
私
は
こ
れ
を

活
用
し
て
全
国
の
農
協
や
量

販
店
に
畳
の
表
替
え
事
業
を

提
案
、
注
文
を
畳
店
に
仲
介

す
る
事
業
を
始
め
た
。
現

在
、
取
引
す
る
農
協
は
１
０

０
を
超
え
た
。
さ
ら
に
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
農

協
の
チ
ラ
シ
で
畳
関
連
・
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
製
品
を
案
内

し
た
と
こ
ろ
、
畳
店
か
ら
も

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
注
文
を

い
た
だ
い
た
。
先
代
の
経
営

資
源
で
あ
る
「
お
客
さ
ま
」

を
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
う
ま
く
活
用
し
た
い
。

　
―
工
業
会
と
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
今
後
、
ど

う
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

　
池
田
　
皆
さ
ん
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
課
題
を
相

談
で
き
る
体
制
が
で
き
れ
ば

と
思
う
が
、
日
本
の
既
成
の

組
織
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
専
門
家
が
な
か
な
か

い
な
い
。
し
か
し
、
京
都
に

は
若
く
て
優
れ
た
経
営
者
が

核
と
な
っ
た
横
の
つ
な
が
り

が
あ
る
。
こ
れ
を
手
本
に
経

営
者
「
予
備
軍
」
の
横
の
つ

な
が
り
を
組
織
化
し
た
い
。

た
だ
、
そ
の
実
現
に
は
魅
力

あ
る
個
を
確
立
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
だ
。
工
業
会
も
力
を

入
れ
る
。
当
事
者
に
も
努
力

を
お
願
い
し
た
い
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ８月２３日 金曜日 　　


